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【背景と目的】
レストレスレッグス症候群（RLS）や周期性四肢運動障害（PLMD）は、睡眠時の周期性四肢
運動（PLMS）を高頻度に合併し、睡眠維持障害ならびに日中の眠気の原因になることが知ら
れている。終夜ポリグラフ検査(PSG)は、PLM評価の Gold Standardとされているが、日差の
実態は明らかではなく、１夜の検査が PLM重症度を反映しているかという点の結論は得られ
ていない。我々は、簡易検査装置である PAM-RLの RLS 患者の PLM 検出の有用性を調べる
とともに、PLMの日差変動について検討を行った。
【対象および方法】
2010 年 5 月から 2011 年 1 月までに RLS が疑われ、財団法人神経研究所附属代々木睡睡眠
クリニックを受診し、PSGを受けた患者 41名（平均年齢 52.7±16.1歳）である。被験者に通
常の PSGに必要なセンサーと左右の足首に PAM-RLを装着し、PSGと PAM-RLの同時測定を
実施した。また、PSG検査の翌日から 4日間連続で、患者自宅にて PAM-RLを用いた夜間 PLM
測定を実施した。PSGの PLM Sindexの算出には、total sleep time（TST）を用い、PAM-RLで
は、time in bed（TIB）を用いて PLM indexを算出し、比較検討した。
【結果】
PSGと PAM-RLの相関は r=0.781（ p＜0.001）であった。PSGを用いた PLMSIカットオフ
値 15において、PAM-RLの PLMIカットオフ値は 16.0回/hであった。また、interclass correlation 
coefficient reached ≧0.9 と設定した際、PAM-RL を用いた妥当な連続測定日数は、PLMI≧15
回/hの症例では 3日以上、PLMI<15回/hの症例では 26日以上であった。
【結論・考察】
PAM-RLは、PLMスクリーニング検査に有用と思われた。また、病的な PLMSを生じる症
例においては、3日の連続測定で信頼できる結果が得られることが示唆された。今後、RLSな
らびに PLMDでの診断や治療反応の把握に活用が期待される。
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